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窟
神
戸
っ
孟
嘩

う
な
そ
ん
な
一
年
に
し
た
い
で
す
ね
」
と
ま
た
ニ
ッ
コ
リ
。
武
庫
川
短
大
卒
。
東
灘
区
在
住
。
蛇
歳
。

「
ま
さ
か
私
に
決
ま
る
と
は
．
…
，
ほ
ん
と
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
っ
て
る
う
ち
に
ク
イ
ー
ン
神
戸
に
な
っ
て
…
…
今
で
も
ま
だ
実
感
が
な

い
ん
で
す
。
『
あ
あ
、
私
も
去
年
は
あ
ん
な
だ
っ
た
ん
か
な
』
と
、
来
年
の
神
戸
ま
つ
り
で
次
の
ク
イ
ー
ン
に
王
冠
を
渡
す
時
に
や
っ
と

実
感
が
湧
く
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」
和
服
も
よ
く
似
合
い
そ
う
な
田
中
貞
子
さ
ん
は
建
築
会
社
の
人
事
課
に
お
勤
め
の
Ｏ
Ｌ
。
ヤ

エ
歯
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
の
ニ
ッ
コ
リ
笑
顔
が
こ
の
一
年
の
神
戸
の
看
板
。
ク
イ
ー
ン
神
戸
と
い
う
仕
事
（
？
）
は
体
力
の
い
る
仕
事
で

は
な
い
か
？
と
私
た
ち
は
傍
目
で
見
て
い
て
感
じ
る
の
だ
け
ど
「
会
社
の
協
力
も
あ
り
ま
す
し
、
私
は
代
表
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
ま
す

が
あ
く
ま
で
も
七
分
の
一
・
七
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
と
っ
て
も
い
い
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
で
こ
の
一
年
間
赫
ん
ば
り
ま
す
．
」

素
顔
は
子
供
が
好
き
な
生
っ
粋
の
神
戸
っ
子
。
「
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
背
の
び
だ
け
は
し
な
い
で
」
と
い
う
友
だ
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
と

っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
で
「
そ
う
で
す
ね
、
ず
っ
と
先
の
将
来
、
孫
に
で
も
私
の
青
春
時
代
の
一
つ
の
話
と
し
て
話
し
て
や
れ
る
よ

神
戸
っ
子

お
仕
事
と
両
立
さ
せ
ま
す

Ｐ

田
中
貞
子
〈
代
衷
ク
ィ
‐
ン
神
戸
〉
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

〆＝
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神
戸
っ
子
祁，

０ 町
の
ナ
マ
の
声
を
聞
き
た
い
米
田
武
文
へ
サ
ン
皇
ア
レ
ビ
デ
ィ
レ
ク
タ
←
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

「
七
年
目
で
な
ん
と
か
定
着
し
て
き
た
」
と
い
う
サ
ン
テ
レ
ビ
の
開
局
以
来
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
今
年
の
神
戸
ま
つ
り
で
六
時
間
半
に
及

ぶ
中
継
放
送
を
担
当
し
た
。
ま
つ
り
の
ど
真
ン
中
に
中
継
車
を
出
し
て
、
五
台
の
カ
メ
ラ
か
ら
画
面
構
成
す
る
。
中
央
パ
レ
ー
ド
以
外
に

各
区
で
の
多
彩
な
催
し
の
盛
上
り
の
様
子
や
、
町
の
風
景
を
入
れ
た
り
、
沿
道
の
人
々
の
意
見
を
聞
く
な
ど
、
市
民
の
祭
り
を
作
り
上
げ

よ
う
と
い
う
姿
勢
で
準
備
段
階
の
神
戸
ま
つ
り
の
実
行
委
員
会
に
も
最
初
か
ら
参
加
し
た
。
非
常
な
肉
体
的
か
つ
神
経
的
労
働
。
六
時
間

半
の
放
送
が
終
了
し
た
後
は
、
躯
じ
ゅ
う
か
ら
神
経
線
を
も
ぎ
と
ら
れ
た
よ
う
で
一
一
、
一
一
一
時
間
放
心
状
態
の
ま
ま
だ
っ
た
。

テ
レ
ビ
論
。
「
番
組
が
型
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
（
作
る
方
で
）
見
る
側
の
整
理
を
し
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
。
「
い
ろ

ん
な
人
が
い
ろ
ん
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
。
画
面
を
通
し
て
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
の
よ
う
な
番
組
を
作
っ
て
み
た
い
で
す
ね
」
。
レ
ギ
ュ
ラ

ー
は
「
こ
ん
に
ち
わ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
す
」
。
町
の
小
さ
な
情
報
を
集
め
た
り
、
家
庭
と
企
業
と
自
治
体
と
マ
ス
コ
ミ
を
つ
な
ぐ
、
地
方
局
な
ら

〈
サ
ン
・
テ
レ
ビ
に
て
〉

で
は
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
番
組
。
他
に
自
治
体
の
公
報
番
組
も
担
当
。

可
函
翻
画
■
ロ
ー
‐

隆
里

ー

一一
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関
係
な
い
と
こ
ろ
で
、
だ
ろ
う
。

兎
ペ
ー
ジ
も
ご
ら
ん
く
だ
蓮
い
）

■
神
戸
空
理
体
験
記
・
総
集
編

製
作
の
じ
ぎ
く
文
庫
１
８
０
０
円

■
神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会

葺
合
区
小
野
柄
通
５
１
１
１
７
北
村
ピ
ル

壷
２
３
１
‐
３
２
５
１

神
戸
空
襲
戦
没
者
八
千
人
の

霊
を
こ
こ
に
ま
つ
る
ｌ
と
刻
ま

れ
た
黒
み
か
げ
石
。
焦
熱
地
獄

の
熱
風
と
平
和
の
風
を
象
徴
す

る
と
い
う
題
（
ま
ん
じ
）
。
兵

庫
の
薬
仙
寺
に
建
て
ら
れ
た
神

戸
空
襲
戦
没
者
慰
霊
碑
は
、
水

に
打
た
れ
て
黒
い
つ
や
を
表
に

見
せ
た
。

三
十
年
に
な
る
。

昭
和
加
年
３
月
Ⅳ
日
未
明
、

神
戸
は
Ｂ
鯛
の
大
編
隊
に
襲
わ

れ
、
兵
庫
、
長
田
区
を
中
心
に

西
半
分
が
灰
侭
と
化
し
た
。

６
月
５
日
。
Ｂ
鴎
三
五
○
機

が
来
襲
。
こ
の
日
投
下
さ
れ
た

焼
夷
弾
、
爆
弾
の
量
は
三
千
ト

ン
、
三
宮
駅
付
近
か
ら
加
納
町

に
か
け
て
は
タ
タ
ミ
一
枚
に
加

〜
巧
発
の
焼
夷
弾
が
突
き
さ
さ

っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
死
者

三
一
八
四
人
、
負
傷
者
五
八
○

○
人
、
擢
災
者
は
二
一
万
三
千

人
に
の
ぼ
っ
た
。
（
「
神
戸
空
襲

体
験
記
」
神
戸
空
襲
を
記
録
す

る
会
・
編
）

そ
れ
ぞ
れ
に
抜
き
が
た
く
あ

る
苦
い
記
憶
が
言
葉
に
な
っ
て

語
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ

も
の
静
か
な
印
象
が
あ
る
。
空

襲
体
験
が
い
ま
の
問
題
と
し
て

引
き
う
け
ら
れ
る
な
ら
、
戦
争

を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
は

ごﾛ

＝

ある集い ☆神戸空襲を記録する会
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世界の一流品をあつめたトアロード＜クロス＞

ａ
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バリーの夏・秋もの最新靴が豊富に揃っております

靴と舶来雑貨

クロス
神戸トアロードＴＥＬ３９Ｉ－ｌ７８１
神戸生田筋ＴＥＬ３３Ｉ－５９８３
さんちかレデイスタウンＴＥＬ３９１－２５６２
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Aｌ《
『

青趨議会発会式季
』

■
■

● ⑥
順一

‘思う

掌
偽

に

働
蝋
割lＦ

浅井恭之氏

コウベスナッ

，班〃
鴫一”『４

牛尾吉朗氏注目されよう。

５月３１日、神戸相楽園会館にて「兵庫県地域経済協議会」（地経
協）の発会式が行われた。これは、経済同友会や青年会議所設立の
精神を継承し、「地域経済社会の実践的、かつ行動的プロデューサ
ーとしてたち上り、過去の資本主義言論にとらわれることなく、画
一的・形式的に区別される『保守』『革新』の政治体制を超えて、
新しい経済政策へのアプローチを探究し、確立」（同趣旨より）す
るために設立されたもので､ 、代表幹事には浅井恭之ヒガシマル醤油
( 株）常務、牛尾吉朗ウシオエ業( 株) 社長が就任した。
発会式では坂井時忠兵庫県知事、砂野仁兵庫県商工会議所連合会

会長、宮崎辰雄神戸市長から祝辞がのべられ、そのあと河本敏夫通
商産業大臣の「日本経済の現状と若き諸君に望む」との記念講演が
あった。地域社会と経済の新しい共存関係確立を維持するための新
しい理念の下に若き経済人を結集した地経協の今後の動きは大いに

軒‘‘
郡

凸ｑ

‐幻､ 弄一
Ｌ６

串

詞
上

＝

潅
奄一

『
垂

園し兵庫県地域経済協議会発会

；’
１

中央は発会のあい篭岡
二

哩宣ニー‘ 騎尋
■

一
『

ｉ習
事、そ
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現
さ
れ
る
豊
か
で
み
ず
み
ず
し
い
裸
体
は
地
中
海
民
族
の
さ
わ
や
か

な
生
命
感
と
明
噺
な
視
覚
の
よ
ろ
こ
び
が
息
づ
い
て
い
る
。

「
人
が
何
千
年
も
か
か
っ
て
や
っ
た
こ
と
を
自
分
一
人
が
生
き
て

い
る
間
に
や
ろ
う
な
ん
て
こ
と
は
絶
対
無
理
な
話
。
イ
タ
リ
ア
彫
刻

を
撤
底
的
に
研
究
し
分
解
し
て
、
歴
史
的
に
も
、
層
の
厚
く
な
い
日

本
彫
刻
の
方
向
と
進
路
を
見
い
だ
せ
る
レ
ー
ル
に
な
れ
れ
ば
・
・
…
・
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
強
力
な
汽
車
を
走
ら
せ
る
よ
う
に

な
る
は
ず
。
だ
か
ら
僕
は
ど
ん
ど
ん
作
品
を
つ
く
る
ん
で
す
。
ミ
ケ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
で
も
完
成
は
な
い
．
日
本
人
で
あ
る
し
、
日
本
に
し
か

生
ま
れ
な
い
、
風
土
、
気
候
、
食
べ
物
、
そ
こ
か
ら
自
然
に
で
て
く

る
も
の
を
待
つ
レ
ー
ル
に
な
れ
る
よ
う
に
ね
」

ブ
ロ
ン
ゼ
ヅ
ト
彫
刻
（
小
品
彫
刻
）
は
手
に
持
っ
て
見
る
こ
と
が
で

き
全
視
野
が
見
え
る
か
ら
ご
ま
か
し
は
き
か
な
い
。
と
き
と
し
て
ア

ク
ロ
バ
ッ
ト
の
よ
う
な
形
態
を
も
た
ら
し
て
い
る
氏
の
新
し
い
現
代

の
裸
婦
は
、
具
象
彫
刻
の
可
能
性
を
求
め
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
空
間
を
彩
慰

し
ん
た
に
ゆ
う
き

●
一
九
三
七
神
戸
に
生
る
●
一
九
六
○
金
沢
美
術
工
芸
大
学
彫
刻
科
卒
業
●
一
九
六

一
第
一
回
個
展
●
一
九
六
五
渡
欧
エ
ミ
リ
オ
・
グ
レ
ュ
ジ
ャ
コ
モ
・
マ
ン
ズ
ー
に

師
那
●
一
九
六
七
ヒ
エ
ン
ナ
ー
レ
ロ
ー
マ
展
に
出
品
●
一
九
六
八
ロ
ー
マ
ア
カ
デ
ミ

ァ
彫
刻
科
卒
業
●
一
九
六
七
欧
州
Ｍ
ヶ
国
の
美
術
研
降
を
終
え
て
帰
国
以
後
毎
年
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
（
イ
タ
リ
ア
）
に
滞
在
●
一
九
七
一
エ
ミ
リ
オ
・
グ
レ
コ
と
彫
刻
展
共
催
●
一

九
七
二
エ
ミ
リ
ォ
。
グ
レ
コ
と
二
人
展
●
一
九
七
三
’
七
五
個
展
（
毎
年
）
他
に
関

西
総
合
美
術
展
受
賞
７
回
二
紀
会
展
受
枇
７
回
兄
妹
彫
刻
展
７
回
生
田
区
在
住

彫
刻
を
こ
こ
ろ
ざ
す
か
ぎ
り
、
裸
婦
像
と
い
う
古
代
ギ
リ
シ
ャ
以

来
の
永
遠
の
テ
ー
マ
に
取
り
く
ま
な
い
作
家
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と

い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
肉
体
の
表
面
的
な
再
現
な
ら
ば
と

も
か
く
、
そ
の
横
造
の
核
心
に
ま
で
迫
る
よ
う
な
作
品
を
つ
く
る
こ

と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
異
質
な
文
化
の
伝
統
を
背
負
う
日
本
人
に

と
っ
て
は
、
き
わ
め
て
困
難
な
仕
事
だ
。
新
谷
誘
紀
氏
は
、
年
は
ま

だ
若
い
が
、
人
体
を
構
成
す
る
そ
う
い
う
基
本
的
な
骨
格
を
的
確
に

造
形
化
し
得
る
数
す
ぐ
な
い
彫
刻
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
（
乾
由
明
氏
よ
り
）

「
僕
は
自
然
流
で
、
別
に
彫
刻
家
の
家
に
生
ま
れ
た
か
ら
彫
刻
家
に

な
ら
な
い
か
ん
と
思
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
ご
く
自
然
に
、
父
（
新

谷
秀
雄
氏
）
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
美
大
の
彫
刻
科
に
進
み
、
納

得
い
か
な
い
何
か
を
追
っ
て
イ
タ
リ
ア
へ
行
っ
た
わ
け
。
グ
レ
コ
や

マ
ン
ズ
ー
と
い
う
師
に
恵
ま
れ
た
が
、
そ
れ
も
人
を
介
し
て
と
か
い

う
の
で
な
く
自
然
に
ス
ム
ー
ス
に
人
間
的
ふ
れ
あ
い
の
も
と
で
知
り

合
っ
て
…
…
。
イ
タ
リ
ア
へ
行
っ
て
一
番
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
子

供
た
ち
の
つ
く
る
粘
土
細
工
の
よ
う
な
も
の
で
も
感
覚
が
違
う
と
い

う
か
、
日
本
で
は
平
面
の
集
ま
り
で
立
体
ら
し
く
な
っ
て
い
る
が
本

当
の
立
体
は
平
面
の
あ
つ
ま
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か

っ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
」

僕
は
イ
タ
リ
ア
一
辺
倒
。
と
新
谷
氏
が
い
う
よ
う
に
、
そ
こ
に
表

六
○
用
○
○
○
①
少
匡
男
く
〈
旧
〉

神
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つ
子

ギ
ャ
ラ
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新
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紀
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至塞ご

腿轡

、adyinK o b e 初夏の陽ざしに
車で散歩
谷崎早百合さん
< 東亜タクシー㈱社長博氏夫人＞

企= 、 'Ｎｅｗｌｉｆｅ

腿患 鐸

』
Ｐ

ム
子子供たちの世話も少しは落ち着
いたこのごろ、車の練習を再び始
めている。といっても、もとより
の運動神経の良さ、思い出すのは
早い。輝く陽光の下、子供たちを
乗せて遠出するのを楽しみにして
大きく笑う表情には若いママの暖
かさがただよう。横で小さな女の
子二人。イチゴののった《ダニエ
ル》に一生懸命。かわいい。
甘さを押えたシュガーレスケーキ

《ダニエル》

一電

撫子の壷ｺﾛ .狗
神戸･ 大阪･ 京都･ 東京ノＬ

｝創臓~制_雪２－一
色
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ｄ同トーリングハウス H 巌北欧スウェーテ森ン生れの住宅

木造の食官ｼ ﾘ ｰ ズ、
岡野重雄邸< 神鋼環境エンジニアリング社長＞

住むことは楽しむことです
住宅雑誌の中で目にとまり「オモシロイネ」という
ことで、今年の１月に着工、４月初めに完成。カナ
ダタイフ・の木造ですが、日本建築をミックスした面
もあります。親子一二世帯が同居しているのですが、
台所もお風呂も一二つあって、殻ｲ 淵関係は完全に切り
離してあり、玄関だけがひとつです。それだけに配
管や配線には充分に注意をはらいました‘、

●設計施工のお問合せ
一

画■~ I O R l N G E - H U S
大阪トーリングハウス
I 吹田市江坂町２丁目１番１６号
ＴｅｌＯ６（3 8 5 ）１７７１（代表）

、
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フ
月
目
次

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す

表
紙
／
小
蕊
良
平

セ
カ
ン
ド
カ
バ
ー
／
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
〈
７
〉
／
中
西
勝

５
神
戸
っ
子
弼
／
田
中
貞
子
／
米
田
武
女

９
あ
る
集
い
／
神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会

Ⅲ
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ

尼
神
戸
っ
子
ギ
ャ
ラ
リ
ー
く
り
／
新
谷
誘
紀

脚
神
戸
の
デ
ィ
テ
ー
ル
〈
苧
／
石
阪
春
生
／
カ
メ
ラ
・
杉
尾
友
士
郎

創
わ
た
し
の
意
見
／
丸
川
栄
子

霊
随
想
三
題
〆
堀
尾
貞
治
／
松
本
尚
女
／
中
川
宗
和

記
あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と
／
神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会

調
神
戸
っ
子
談
話
室
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ラ
マ
ン
チ
ャ
の
男
／
鶴
居
玲

加
あ
る
現
代
美
術
家
の
非
芸
術
的
レ
ポ
ー
ト
〈
８
〉
河
口
龍
夫

詑
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
繁
栄
犯
罪
人
に
加
担
で
き
な
い
／
野
坂
昭
如

弱
。
ぬ
る
ま
湯
“
経
営
学
の
脱
皮
を
／
神
戸
経
営
研
修
会

調
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

岨
特
集
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
神
戸
』

（
１
）
随
想
／
神
戸
の
女
は
日
本
一
／
華
房
良
輔

蛇
（
Ⅱ
）
座
談
会
／
誇
り
を
持
っ
た
神
戸
の
専
門
店
に

佐
瀬
昭
年
／
安
藤
忠
雄
／
永
田
良
一
郎
／
小
林
新
二
／
芹
沢
利
雄

／
松
宮
隆
男

岨
（
Ⅲ
）
座
談
会
／
商
店
街
は
ま
ち
の
顔
／
今
井
八
江
／
坂
野
通
夫

／
山
田
六
郎
／
松
谷
富
士
男
／
森
本
泰
好

弘
（
Ⅳ
）
座
談
会
／
新
鮮
な
驚
き
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
／
小
山
乃
里
子

原
田
幹
夫
／
沖
和
子
／
腰
井
ま
つ
子
／
東
中
清
一

釦
第
五
回
神
戸
ま
つ
り
〈
お
ま
つ
り
Ｐ
Ｅ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
〉

“
神
戸
の
集
い
か
ら

妬
第
二
回
井
植
文
化
賞
受
賞
者
発
表

弧
第
五
回
神
戸
ま
つ
り
〈
グ
ラ
ビ
ア
ア
ル
バ
ム
〉

弧
六
甲
山
特
集
／
六
甲
は
招
く
よ
／
、

叩
今
月
の
催
し
物
ご
案
内

Ⅲ
動
物
園
飼
育
日
記
〈
伽
〉
／
亀
井
一
成

Ⅲ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

川
神
戸
の
話
題
か
ら

、
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
⑳
／
諸
岡
博
熊

Ⅷ
神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
⑳
／
水
谷
頴
介

Ⅷ
神
戸
を
福
祉
の
町
に
角
〉
／
里
親
を
さ
が
し
て
仙
年
〈
中
〉
／
橋
本
明

皿
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
イ
ン
ロ
ン
ド
ン
〈
４
〉
／
柴
田
啓
嗣

価
心
に
の
こ
る
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
〈
９
〉
／
軟
庭
日
本
／
あ
お
ば
し
げ
る

Ⅷ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
便
り
〈
調
〉
／
自
動
車
文
化
②
／
竹
田
洋
太
郎

剛
淀
長
立
見
席
〈
嘘
〉
／
映
画
は
ス
タ
ア
で
見
る
も
ん
や
／
淀
川
長
治

伽
女
体
百
景
〈
記
〉
／
ア
ル
プ
ス
の
ガ
イ
ド
嬢
／
Ｈ
・
ジ
ュ
ー
ー
ァ
／

え
・
浅
野
俊
一

剛
ぴ
っ
と
い
ん

町
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

剛
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

Ｗ
連
載
小
鋭
ま
だ
遅
く
な
い
〈
理
〉
／
葉
月
一
郎
／
え
・
小
西
保
文

剛
ポ
エ
ム
ド
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